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研究成果の概要（和文）：最初の研究では，10 人の子どもを対象に加速度計（Lifecorder:LC）

を装着し運動負荷テストを行った．同時に呼気ガス分析によるエネルギー消費亮を想定し，LC
野田統制を検討した．その結果，LC を用いた方法は子どもの日常生活での活動量を評価する

良い方法であることが示された．次に，312 人の子どもを対象に，加速度経を用いた日常生活

での活動量と体力の関係を調べた．その結果，1 日歩数が男子で 17000 歩，女子で 13000 歩必

要であることが示された．最後に，男子で 17000 歩，女子で 13000 歩と策定した目標値を用

いて，小学校 4 年生（86 人）を対象に介入研究を行った．その結果，本研究の介入実践は子ど

もの日常生活での身体活動量を増やすことが示された． 
 
研究成果の概要（英文）：Firstly, to examine validity of LC, ten children wearing LC on 
their waists performed the walking and running tests and energy expenditure was 
measured by the expired gas analysis method during the tests. As the result, LC 
method is a good way of measuring physical activity (PA) for children in free-living 
condition.  Secondly, to assess relationship of daily physical activity and fitness in 288 
children.  As the result, the total steps were required at least 17000 steps in boys, and 
13000 steps in girls, respectively.  Thirdly, to examine effects of PA before and after 
the health education unit using exercise guideline (17000 or 13000 steps/day) on 4th 
grade elementary school children (n=86). These results suggest that present program 
was able to increase PA in physically inactive children. 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学・身体教育学 
キーワード：身体発育発達学 
１．研究開始当初の背景 
適切な身体活動や運動を実践することが，

生活習慣病を予防し，クオリティーオブライ
フ（QOL）を高め，健康寿命をも延ばすこと

ができることが成人では明らかにされてき
ている（Blair,SN:JANA276,205;1996，澤田
ら日本公衆衛生学雑誌 46，113-121，1999）．
厚生労働省は，2006 年 7 月に，これらのエビ



デンスから「健康づくりのための運動指針」
を作成した．そこには，健康を保つための身
体活動量や運動の基準を非常にわかりやす
くかつ具体的に示している． 
 一方，子どもについてはどうであろうか． 
最近の約 25 年間に我が国では，子どもの体
力が低下し続けていること（体力・運動能力
調査報告書），肥満の子どもの出現率が 2倍
から 3倍に増加していること（学校保健統計
調査報告書）が社会問題となっている．これ
らの現象は，この約 25 年間で社会環境や生
活習慣が急激に変化し，子どもが日常生活の
中で身体活動や運動をしなくなってきたこ
とが強く関連していることは疑いない．子ど
もがスポーツや運動を積極的に行うことは，
単に身体的な体力だけでなく，ねばり強くが
んばるなどの心の体力や，倫理観・道徳観に
加え，いわゆる学力も高める可能性があるこ
とがわかってきており（文部科学省：子ども
の体力向上実践事業報告書），子どもが毎日
の生活の中でスポーツや運動を積極的に行
うことは，平成 10 年度に中教審で示された
教育目標である「生きる力」を育む基盤とな
ると考えられる． 
 21 世紀の日本社会がさらなる発展を遂げ
るためには，「体力」が高き維持された子ど
もを育んでいくことが重要な課題である．し
かし，子どもでは，精度の高い方法で評価さ
れた身体活動量の現状が十分把握されてお
らず，その体力や生活習慣との関連性も十分
に確かめられていないため，「元気で活力や
体力ある子どもを育んでいくためにはどの
くらい身体活動量や運動したらよいのか？」
といった「子どもの運動指針」は策定されて
いない．『健康日本 21』総論の中で「長期的
な視野に立って，効果の持続性及び有効性と
いう点から考えると，幼児期と少年期が最も
重要であるといえる。」と示されており，「子
どもの運動指針」を策定し，することは急務
である． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，（１）加速度計を用いた精
度の高い子どもの身体活動量評価法を確立
すること，（２）体力と加速度計を用いた身
体活動量評価結果から，子どもはどのくらい
運動したらいいかという「子どもの運動指針」
を策定すること，（３）「子どもの運動指針」
を用いて，学校現場での体力向上介入プログ
ラムを実施することとした． 
３．研究の方法 
（１）小学生，中学生と高校生の男子各 10
人（計 30 人）を対象に，トレッドミルによ
る多段階運動負荷テストを行い，ステージご
とにダグラスバッグ法で測定したエネルギ
ー代謝量と，腰部に装着した加速度計（ライ
フコーダ：LC）がカウントする 4秒後ごとの

運動強度（LC 強度）と歩数率（歩/分）を測
定した． 
 （２）小学 4年生 288 人を対象に，LC を約
10 日間装着することで測定した身体活動量
（1日歩数と強活動時間）と，文部科学省新
体力テストの測定を行い，その関連性を検討
した． 
 （３）小学生 4年生 86 名を対象に持久走
を中心とした体つくり運動の実践方法を開
発し，授業を通した介入研究を行った．授業
は教室での講義と体育実技（持久走）の内容
とを組み合わせて年間不定期に 6時間を配当
し，学校で学んだことを自分自身の生活の中
で活用できることを目指す子ども像として
授業内容工夫した． 
４．研究成果 

（１）トレッドミルによる多段階運動負荷テ

スト時の加速度値と単位時間当たりの酸素摂

取量の関係を検討したところ，両者の間には

有意な高い正の相関関係（r=0.895, p<0.0001, 

y=0.244x2+0.678x+10.620）が認められた（図

１）． LCで測定した加速度値は歩，走行のエ

ネルギー消費量と高い相関を示したことから，

LCを用いルことにより精度良く小学生の身体

活動量が評価できることが確認された． 

（２）LCで測定した身体活動量と体力との換

券政を検討したところ，男子では多くの体力

項目と有意な相関関係を示した．女子では男

子と比べると関連性は低かったが，２０mシャ

トルランは有意な相関を示しており，身体活

動量が多いほど体力中でも全身持久力が高い

ことが示された．また，体力判定がB判定に相



当する1日歩数は，男子で17000歩，女子で

13000歩であることが示され，この値を暫定的

な「子どもの運動指針」とすることとした． 

 

（３）策定した「子どもの運動指針」用いて，

小学校4年生（86人）を対象に，体つくり運を

中心とした介入研究を行った．その結果，運

動が嫌い名児童でも運動が好きな児童と同程

度に介入後で身体活動量が増えることが示さ

れた．このことから，本研究の介入実践は子

どもの日常生活での身体活動量を増やすこと

が確認できた． 
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